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Kaiserin, du bist zu Aachen ein Helferin; zu dir wallt froh manch fremder Gast: Gnad dem, 


















































1  Jutta Ströter-Bender: Die Muttergottes Das Marienbilder in der christlichen Kunst Symbolik und 


















































キリストが Rex Gloriae と呼ばれると同時に、マリアは Regina Caeli と呼ばれるようになって
いた。ビザンチンでは、Maria advocata の画像が Deësis ─マリアと洗礼者ヨハネが磔刑キリ
ストにとりなしを願っている図─がヨーロッパに先行して存在する。311世紀のクレルヴォー
の聖ベルナールは聖母マリア崇拝運動のリーダーであったが、ベネディクト会士ヘルマヌス ･
コントラクトゥスの詩に補筆し Salve Regina の祈りを捧げていた。4聖ベルナールは「貴方は
2  Gertrud Schiller: Ikonographie der chiristlichen Kunst Band4.2 Mria Gutersloher Verlagshaus , Gerd 
Mohn,1980 S.21ff.
3  植田重雄：聖母マリア　岩波新書　367　p.2
4  Salve Regina, Mater misericodiae, めでたし元后、憐れみ深いおん母、 
Vita, dulcedo et spes nostra, salve. 私たちのいのち、なぐさめ、望みなるお方、めでたし。 
Ad te clamamus exsules filii Hevae. 私たち、さすらいのエワの子は 
Ad te supiramus gemen tes et flentes　in hac lacrimarum valle.  
 あなたに向かって呼ばわり、あなたに向って泣き叫びます、この涙の谷で。 
Eja ergo, advocata nostra, いざ、私たちの代願者よ、 
illos tuos misericordes oculos ad nos converte. 憐れみのおん目で私たちを省みて下さい。 
Et Jesum, benedictum fructum ventris ご胎内の祝せられたおん子イエスを 
tui nobis post hoc exilium o stende. このさすらいの終わった後、私たちにお示しください。 




































































6  Ferdinand Halbäck: Theologishe Hintergrund und Theologische Aussage der “SCHÖNEN MADON-



































































院工房では Libri Carolini に記されているように、キリスト教美術の図像はそのもの自体を崇
拝するためのものではなく、その図像によって聖なる観念を想起するための媒体であると考え
られていた。偶像崇拝を忌避し、そして、布教のための有効なヴィジュアルな手段の作成は推

































11 August Brecher: Ave Maria, Kaiserin　Das Aachener Gnadenbild im Wandel der　Jahrhuderte  Ein-
hard-Verlag, Aachen 1994 S.18
12 Brecher: ibid.S.22









































































































17 菊池良生 : ハプスブルグ家の光芒　ちくま文庫740　p.31ff.
18 Brecher: ibid.100ff.
143アーヘン大聖堂の恵みの像についての一考察
示するのである。彫像そのものではなく、衣裳を見せることが優先されていると考えざるを得
ない。衣裳を着せ替えるという行為は、女の子が遊び道具の人形のおべべを着せ替えるという
日常生活の延長線上にあると考えることができるのであろうか。
　美術史家の視点からいえば、せっかくの彫像がそなえている形の美しさ、彫塑性を覆い隠し
てしまう衣裳をなぜ着せるのか理解しがたい。アイルランドの写本挿絵にある福音記者像がま
とう釣鐘型の衣裳で体の線を消すのとは異なる意図である。彫像はその名が示す聖人の聖性を
観想する媒体である。そうした彫像に衣裳を着せると、その豪華さを誇示することが優先され
ることにならないのか。もっとも超豪華な内陣の祭壇や説教壇やその他の典礼器具も寄進者の
信仰の深さの証しであると容認されるのであれば、彫像に豪華な衣裳を着せたい気持ちも先達
の寄進者たちの気持ちも変わりないのかもしれない。
